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表面化し始めている。2014 年度の我が国の人口は 1億 2,708 万人，高齢化率は 26.0％と発表さ
れている （1）。更に 2060 年には総人口は 9,000 万人を切り，高齢化率もほぼ 40%に達するとみ























の上昇を招いている地域でもある。平成 27 年の京都市統計調査によると，人口は 39,054 人，







都市東山区の居住者とし，全 2,395 世帯 （6）（開晴，一橋，今熊野，月輪 4学区各 600 部）を選定
し，自記記録，郵送による回収を行った。有効回収数は 486 票であった。配布日時は 2014 年
7 月 30 日，31 日の 2日間で行った。回答者の男女比は 5：9で，年齢構成は表 1に示したよう
に高齢者が多い結果となった。家族構成を尋ねると，一人暮らしは全体の 22.5% で，そのうち
7割が高齢者であることが明らかとなった。
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表１　回答者の年齢構成
年齢 割合 年齢 割合 年齢 割合
20 歳未満 0.2% 40~49 歳 13.5% 70~79 歳 27.3%
20~29 歳 3.1% 50~59 歳 13.2% 80 歳以上 13.3%


















































る肯定的意見の割合は，女性で 48.7％，男性では 24%と，約 2倍に意識差は広がることがわかっ
た。ここでさらに一人暮らしに限定して肯定的な意見の割合を見ると，ファッションへの興味
























































による着用比率の違いを調べると，40 歳未満の女性と 60 才以





























思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない
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視派」全体の 13.5% に対して約 1.7 倍となり，住民協働意識の高い人が地域活動を担う割合が
高いことがわかった。同じく『居住年数』と『参加実態』について関連を検討した。居住年数
30 年以上の層では，地域行事に「いつも参加している」人の割合は 18.8% であり，居住年数
30 年未満の層で地域行事に「いつも参加している」人の割合は 11.0% であった。この割合に
図 9　地域に和服が似合うか
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図 １0　地元への愛着度
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（4）  京都市（2015）京都市統計月報（平成 27 年 8 月号）
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